
モーツァルト 交響曲第38番「プラハ」
シューマン 交響曲第3番「ライン」

流山フィルハーモニー交響楽団 第61回定期演奏会

指揮 佐藤雄一

主催：流山フィルハーモニー交響楽団 後援：流山市教育委員会 協力：流山市音楽家協会

2023年6月4日 (日)
13:30開場 14:00開演
スターツおおたかの森ホール
前売り 900円 当日 1,000円
・全席自由 ・中学生以下無料

チケット販売
スターツおおたかの森ホールチケットセンター（1階インフォメーション）

チケット予約/お問合せ
インターネット予約 「流山フィル」で検索

またはhttp://nagareyamaphil.g2.xrea.com/index.html/
メール ryuphil_info@yahoo.co.jp
電話 090-8744-1570（小林）

こちらのQRコード
からも予約できます



モーツァルト（1756年1月27日－1791年12月5日）
交響曲第38番ニ長調 K. 504「プラハ」
プラハというのは今はチェコ共和国の首都ですね。何十年も前に小学校の社会科で勉強した身としては
チェコときたらチェコ・スロバキアとすぐに言ってしまいそうになりますが今は別々の国なので、某総
理大臣のように間違わないようにしてください。この曲は1787年1月19日にプラハで初演されたので
「プラハ」という曲名になったようですが、その前の年にモーツァルトの有名な歌劇「フィガロの結
婚」がプラハで大評判となり、モーツァルトはプラハで大人気作曲家となったのでモーツァルト自身も
プラハがすっかり好きになったようです。交響曲は4楽章のものが多いのですがこの曲は3楽章で、なぜ
3楽章なのかはよくわかっていません。第1楽章には「フィガロの結婚」の「もう飛ぶまいぞこの蝶々」
と「膝をついて」、第3楽章は二重唱「早く開けて」のメロディが使われているそうなので、「フィガ
ロの結婚」も聴いてみてください。きっとプラハの聴衆へのサービスだったんでしょうね。（演奏時
間：約35分）

シューマン（1810年6月8日－1856年7月29日）
交響曲第3番変ホ長調作品97「ライン」
ベートーヴェンの「運命」、シューベルトの「未完成」、チャイコフスキーの「悲愴」など聴いたこと
がある、という有名な交響曲に比べて、シューマンの交響曲ってはっきりいって知名度低いですよね。
でも実はシューマンの交響曲はすごいんです。全部で4曲の交響曲がありますが、どの曲も個性的で当
時の曲としてはものすごくモダンな曲だったんです。シューマンは演奏家兼作曲家であると同時に批評
家でもあったので、いろんなテクニックを大胆に使って曲作りをしたんでしょうね。この交響曲第3番
の冒頭も、2拍子に聞こえますが実は3拍子で書かれていて、こういうのを専門用語でヘミオラというら
しいです。またトロンボーンやホルンにこんなことさせるの？というような常識破りのフレージングが
でてきます。そんなどっきりな演奏をお楽しみください。きっとシューマンの交響曲が好きになると思
います！ちなみに流山フィルとしては16年ぶりの演奏となります。（演奏時間：約35分）
【参考資料】ウィキペディアほか

佐藤雄一（Sato Yuichi）
国立音楽大学教育音楽学科第Ⅰ類卒業。大学在学中に室内オーケストラ「アマデ
ウス・アンサンブル」、合唱団「コレギウム・ヴォカーレ東京」を組織して指揮。
小林道夫氏からは「音に対してこれほどまでに具体的なイメージを持てることは
驚異的」との讃辞を受ける。また若手プロ演奏家による「NENDOオーケスト
ラ」を組織して指揮。1999年にパリ・エコール・ノルマル音楽院指揮科に学び、
一年後には音楽院初となる飛び級で高等ディプロムを取得し首席で卒業、音楽院
史上最高得点に対し審査員特別賞を授与される。流山フィルでは十年以上に渡っ
て数多く指揮している。

♩♫♫♫ ♫♬♪♫♩ 演奏曲目 ♩♫♫♫ ♫♬♪♫♩

♩♫♫♫ ♫♬♪♫♩ 指揮者紹介 ♩♫♫♫ ♫♬♪♫♩

会場のご案内

〇つくばエクスプレス・東武アーバンパークライン「流山
おおたかの森」駅北口より徒歩1分

〇駐車場の台数が大変少ないため、出来る限り公共交通機
関をご利用ください。

流山フィルは団員募集中です。お気軽にお問い
合わせください（弦楽器大歓迎！）
メール ryuphil_info@yahoo.co.jp
電話 090-8744-1570（小林）

次回第62回定期演奏会は
2023年12月10日スターツ
おおたかの森ホールで
開催の予定です！

※スターツおおたかの森ホールより許可を得て掲載
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